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 新型コロナウイルス感染症の感染者が１月後半から急増していますね。オミクロン株の

流行に伴い、濃厚接触者の待機期間が短縮されたり、PCR検査の対象が絞られたりと、マニ

ュアルが変更されました。今回のほけんだよりでは、オミクロン株についての情報や対応

をお知らせします。 

 

オミクロン株と今までの株との違い 

・感染力が高め 

・潜伏期間がデルタ株に比較して短い 

・若年での発症・入院数が増加 

・軽症で済む割合がデルタ株よりも多い（重症者が少ない） 

 

オミクロン株の主な症状 

・無症状、発熱、咳、だるさ、のどの痛みなどの風邪症状が中心 

※味覚嗅覚障害が通常株・デルタ株に比べて少ないとする報告もあり 

→風邪と新型コロナウイルス（オミクロン株）は見分けがつきません 

少しでも風邪症状がある時は、学校に登校することを控え、検査が受けられる病

院に受診することが大切です。また、現在の感染状況では、同居家族に風邪症状

がみられる場合も登校を控えるようにお願いします。 

 

濃厚接触者の待機期間の変更（1月 31日時点） 

そもそも濃厚接触者に該当する人とは… 

★陽性者が無症状の場合⇒検査の検体を採取した日の２日前 

★陽性者が有症状の場合 ⇒ 症状が出た日の２日前 

この期間の間に、以下の接触状況にあてはまる人です 

① 陽性者と同居している 

② 陽性者と手が触れることができる距離（目安は１ｍ）で、感染者又は自身のどち

らか一方でもマスクを正しく着用せずに、15分以上会話をした 

<例> 会話しながら一緒に飲食、陽性者が鼻出しマスクや顎マスクなどで 20分会話 等 

 

濃厚接触者への対応 

・陽性者と最後に会った日の翌日から７日間の自宅待機（自己判断せず保健所から

の指示に従いましょう） 

・中学生が濃厚接触者となっても、無症状の場合はＰＣＲ検査をしません 

※待機期間中に、発熱や咳等の症状が出たり、症状が悪化した場合には、身近な

医療機関に電話で相談し「濃厚接触者」である旨を伝えましょう 



家庭内感染が増加していますので、家族で感染者が出た場合は以下の資料を

参考に自宅待機を行いましょう。 

 


